
東京都立中野特別支援学校＋しいの木分教室
都立学校発達障害教育等推進エリアネットワーク 御案内
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都立総合芸術
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（地区拠点校）

連携エリア

困難さを抱える生徒への支援等に、地域の特別支援学校とも
連携し対応いたします。

中野特別支援学校
ISV

（エリアネットワーク
拠点校）

お問い合わせ先
〒164-0003 中野区東中野5-12-1
電話：03-3365-6600
ファクシミリ：03-3365-6611
http://www.nakano-sh.metro.tokyo.jp/

校長：伴比佐志 副校長：/中島 雄佑
特別支援教育コーディネーター：玉上美智子/角由香子/

鈴木孝子
中部地区担当ISV ：栗原順美子/江口三知子

• 気になる生徒がいる

• 通級による指導について知りたい

• ユニバーサルデザインの視点を取り入れたい

• 校内研修会をしたい

• 校内の委員会やケース会議へ参加

• 進路支援について知りたい

• 外部機関との連携について知りたい

御連絡お待ちしています！

令和８年度より、発達障害に加え、知的障害等その他の障害も
対象として支援を実施することとなりました。ネットワークの名
称は、「都立学校発達障害教育等推進ネットワーク」（通称名は、
従前どおりの「都立版エリアネットワーク」）です。
エリアネットワーク拠点校には、高い知識と指導スキルや経験
などを有する教員を「インクルーシブ教育推進教員（以下ＩＳ
Ｖ）」として２名ずつ配置し、地区拠点校による都立高等学校等
への支援などを総合的にサポートします。



＜地区情報交換会＞
□年間３回予定しています。

＜高等学校訪問・日常的な連携＞
□地区拠点校、ISV、自立担当統括と訪問します。
□お電話・メール・オンラインでの打ち合わせなどを行います。
～相談例～
・気になる生徒の行動観察の仕方や生徒理解、支援方法等に関する相談
・学校生活支援シート等の作成に関する相談
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた教育活動の推進に関する相談
・校内研修会の企画等に関する相談
・福祉や医療、就労機関との連携等に関する相談
・生徒、保護者向けの理解啓発に関する相談
・校内の委員会等やケース会議等へ参加

＜通級による指導での連携＞
～相談例～
・通級による指導についての説明
・申請後の相談
・連携事業者との連携に関する相談
・授業の進め方、指導内容、評価方法等に関する相談

連携の内容

☆年度の初めに訪問し、どんなことを一緒に考えていかれるか御案内します。
☆年間で何回か授業や活動の様子を見学させていただきます。
☆下記のようなことで連携ができます。ぜひ御活用ください！！

まずはお気軽にお電話ください。

4月
5月

□地区情報交換会（年度当初）を開催しま
す。
□エリアの高等学校を訪問し、都立版エリ
アネットワークについてコーディネー
ター・管理職に説明をします。

6月
7月

□エリアの高等学校の（通級による指導も
含む）授業を見学します①
□ISVと情報共有し、連携に生かします。

8月 □地区情報交換会（第２回）を開催します。

9月
10月

□高等学校の（通級による指導も含む）授
業を見学します②
□ISVと情報共有し、連携に生かします。

11月
12月

□地区情報交換会（第３回）を開催します。

1月
2月
3月

□エリアの高等学校の（通級による指導を
含む）授業を見学します。③
□ISVと情報共有し連携に生かします。

備考
随時：希望に応じてケース相談・ケース会
に参加等します。（右枠を御覧ください）
必要に応じて：ISVと連携していきます。

年間のイメージ
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